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1.はじめに 

頭痛の一種に片頭痛があるが,この片頭痛に対

する知識が不十分である[1].日本人は諸外国に

比べて片頭痛に対する知識が不足しており,約

840 万人の片頭痛患者が日本に潜在している[2].

結果,毎日 60 万人の国民が生活に支障をきたし

ており,何らかの対応が必要である.片頭痛患者

は男性よりも女性の方が約 4 倍多く,諸要因の一

つとしてホルモンバランスの変化が挙げられる

[3].図 1 は,片頭痛の性別,年代別のグラフであ

る. 

 
図 1.片頭痛の性別,年齢別のグラフ 

また,片頭痛は思春期頃から発症するケースが多

く,成人の約 8.4%が罹患している[4].世界では

40%以上の人々が日常生活に支障をきたす痛みを

経験したことがある.片頭痛の痛みの期間は数時

間から 72 時間がほとんどである[5].また,現在

日本国内ではスマートフォンの普及割合が高ま

ってきており,特に 18～44 歳までの人が高い割

合を示している.スマートフォンを使用して片頭

痛の可能性を知ることができれば,多くの片頭痛

患者の助けになると考えられる.そこで,本研究

では片頭痛に悩む人々をサポートするシステム 

 

 

 

 

を開発した. 

2.片頭痛への問題点と対処 

片頭痛の治療は薬物療法が主流になっており,

各種の頭痛薬が開発,販売されている.その頭痛

薬の中には片頭痛の根本となる頭部の血管の拡

張と炎症を抑えて痛みを和らげるという効果の

薬がある.現在,頭痛外来を開設している病院は 

少なく,受診率が低い.そのために各自に応じた 

頭痛薬が服用されていない可能性があると考え

られる.図 2は,日本の頭痛外来の受診率である. 

 
         図 2.受診率に関するグラフ 

また,頭痛薬は服用するタイミングによって効果

に差が出てしまうため,適切な服用タイミングに

は個別性があるといえる.そこで,本研究では片

頭痛発症に関する各種質問に回答入力すること

で,頭痛薬服用のタイミングや次回の片頭痛の時

期の予測,片頭痛の時系列履歴を閲覧する機能を

有するシステムを開発した. 

3.システムの概要 

本研究では,スマートフォンで片頭痛について

の質問に回答させるシステムを開発した.頭痛薬

の服用タイミングの導出には,頭痛薬の効果にお

ける時間から導出し,次回の片頭痛の時期の予測

についてはマルコフ理論を用いて導出した. 

3-1.頭痛薬の服用タイミングの導出 

片頭痛の痛みの長さは数時間から 72時間であ

り,痛みの最低時間は 4時間である.そこで,各種

質問の中では頭痛薬の服用から頭痛が治まった

時間を入力し,その値を基軸にした.よって導出
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式①では,適切な服用タイミングを T,服用から治

まるまでを rとし,最低痛み時間を定数とした.

また,ｎはシステムの入力回数とする. 

n

r

T r
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4
＝

・・・・① 

ただし,右辺は非負数である.①式に各値を代入

することによって,薬の効き目の平均時間を計算

し,適切な服用タイミングを導出した. 

3-2.次回の片頭痛の時期の予測手法 

片頭痛は痛む期間も人それぞれであるが,頻度

もまた人それぞれであり,個別性がある.片頭痛

の頻度としては,大体は月に 1,2回であるが,多

い人では週に 1回のペースであり,週に 1度の人

は,月に 1度の人と比べると 4倍多く片頭痛が発

症する.次回の片頭痛の時期の予測については,

マルコフ過程による確率理論を用いて導出した.

マルコフ過程とは,次に起こる事象の確率が,現

在に至るまでの経過とは無関係に,現在の状態だ

けによって決定される確率理論である.よって,

現在の片頭痛から次回の片頭痛の時期を予測で

きる.マルコフ理論は,実際に天気予報や降水確

率の導出にも使われている.また,この考え方を

参考にして片頭痛もマルコフ理論で推測できる

と考えると,以下のような表で表わされ,次回の

片頭痛を予測することが可能である. 

２回前の頭痛  

表１.片頭痛の予測例テーブル 

表 1のテーブルのように,次回の片頭痛の時期が

導出できる. 

4.開発したシステムの概要 

本研究のシステムは幅広く普及している Andr 

oid のスマートフォンで使用できるように,Java

言語を用いて開発した.また,Android バ ー ジ ョ

ンは 2.3である. 

4-1.開発したシステムのデータベース 

システムのデータベースには Androidの標準

機能として内蔵されている SQLiteを使用し,片

頭痛の記録を保存し,その記録を閲覧することが

可能である. 

 4-2.開発したシステムの操作方法 

 初めてアプリを起動したときは,メニューには

頭痛を記録するボタンのみである.そのボタンを

タップすることにより,現在の片頭痛について回

答するページに遷移する.その各種質問すべてに

ユーザーが回答すると,メニュー内にある保存す

るというボタンをタップする.一連の操作によっ

て,記録した内容が保存され,閲覧することがで

きる.ユーザーによる操作は,この繰り返しであ

る.また,適切な服用タイミングや次回の片頭痛

の時期の予測については,頭痛の記録が完了した

時に表示されるようにした. 

  
図 3.記録画面    図 4.閲覧画面 

5.おわりに 

 本研究は,片頭痛で悩んでいる人々をサポート

する目的でシステムを開発した. 

 今後の展望としては,開発したアプリケーショ

ンを Android Marketに公開し,無料でダウンロ

ードできるという方式で全国のユーザーに配信

する.ユーザーからのレビューも参考にしてシス

テムを改良し,アプリケーションをバージョンア

ップする. 
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